（様式１０－１）
	限られた敷地の中での、地域特性・周辺環境等に配慮した建築計画、土地利用計画に関する考え方

	


（様式１０－２）
	防災・災害復旧拠点施設としての役割を果たすことが可能な庁舎実現のための建築計画、構造計画、建築設備計画に関する考え方

	


（様式１０－３）
	自然エネルギーの活用や省エネルギー化等による環境負荷の低減に配慮した建築計画、建築設備計画に関する考え方

	


（様式１０－４）
	人口減少や少子高齢化が進展し、行政を取り巻く環境が変化する中で、市民が利用しやすく、時代の変化に柔軟に対応可能な庁舎実現のための建築計画に関する考え方

	


（様式１０－５）
	建設コストの縮減及び維持管理の容易性やランニングコストの低減に配慮した建築計画、建築設備計画に関する考え方

	


（様式１０－６）
	その他の提案（提出者のこれまでの実績、経験等を踏まえ、本市の新庁舎建設に必要となるテーマについて独自に設定）

	


・提案は、文章での表現を原則として、基本的考え方を簡潔に記述すること。文字の大きさは１０.５ポイント以上とすること。


・文章を補完するために必要な視覚的表現については、最小限の範囲とし、具体的な建物の設計又はこれに類するものに基づいた表現としてはならない。


・具体的な設計図、模型（模型写真含む）、透視図等（コンピュータグラフィックによるものを含む）を使用してはならない。


・表、イメージスケッチ、略図等をカラーで表現することは構わない。


・提出者（協力事務所を含む）を特定することができる内容の記述（具体的な社名や実績の名称等）を記入しないこと。


・使用する言語、通貨及び単位は、日本語、日本国通貨、日本の標準時及び計量法（平成４年法律第５１号）に定める単位とすること。
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